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「森林破壊ゼロ」を目指し、持続可能な木材調達方針を改定

当社サプライヤー企業様と、持続可能な調達網の構築に取り組む

２０２３年１１月１７日

大東建託株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長執行役員：竹内啓）は、「森林破壊ゼロ」に向けた

木材資源調達を進めるため、本年９月に木材調達方針を改定しました。

今後はサプライヤー企業様に協力を要請しながら、木材調達方針に基づいた木材デューデリジェンス※１

に取り組み、持続可能な木材調達比率を2030年までに100%にすることを目指します。

※１ 自らの事業、サプライチェーンおよび、その他のビジネス上の関係における、実際の及び潜在的な負の影響（リスク）を企業が
特定し、防止し、軽減するとともに、これら負の影響へどのように対処するかについて説明責任を果たすために企業が実施す
べきプロセス
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＜ポイント＞

 「森林破壊ゼロ」を目指し、本年９月に木材調達方針を改定

 当社の建設事業で使用するすべての木材を持続可能なものにすることを目指す

 １０月１６日、当社サプライヤー企業様向けの木材調達セミナーを実施

【資本調達の基本的考え】 ： https://www.kentaku.co.jp/corporate/outline/procure/kihon.html

 サプライチェーンおよび自社における労働者の安全衛生を確保します

 サプライチェーンおよび自社における人権を尊重し、あらゆる形態の差別を禁止します

 先住民の権利および地域社会の文化や慣習を尊重します

 国産木材を積極的に調達し、日本国内における林業振興や地域創生に貢献します

 保護価値の高い生態系及び森林からの木材の調達はしません

 絶滅の恐れがある樹種・遺伝子組み換え樹種の調達はしません

 木材調達のために土地利用の転換はしません

 合法性が確保された木材を調達します

 持続可能な利用計画に基づいて管理されている森林からの木材を調達します

 サプライチェーンおよび自社における企業倫理を遵守します

合法性
の確保

社会的持続性
の確保

環境的持続性
の確保

■ 大東建託の木材調達方針

当社は、木材デューデリジェンスへの対応を強化するため、木材調達方針を見直し、１０項目からなる

木材調達方針を策定しました。今回策定した木材調達方針では、「合法性の確保」「社会的持続性の

確保」「環境的持続性の確保」の３つの観点で、木材調達に対する当社の方針を示しています。今後

当社は、「森林破壊ゼロ」を目指して、下記の項目に基づいた木材資源の調達を行っていきます。
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本件に関するお問い合わせ―大東建託株式会社 広報部 / ＴＥＬ―０３-６７１８-９１７４ / メール―koho@kentaku.co.jp

■ 会社概要

＜大東建託株式会社＞

所在地 ： 東京都港区港南二丁目1６番1号 品川イーストワンタワー

代表者 ： 代表取締役 社長執行役員 竹内啓

設立 ： １９７４年６月２０日

資本金 ： ２９,０６０百万円

グループ会社 ： ２２社※２

拠点数 ： ６３９拠点※２（主要グループ３社計）

従業員数 ： １７,８５１名※２（グループ連結）

事業内容 ： 建物賃貸事業の企画・建築、不動産の仲介・管理、およびガス供給などの関連事業

Ｗｅｂサイト ： https://www.kentaku.co.jp/

決算情報 ： 売上／１兆６,５７６億円、営業利益／１,０００億円（２０２３年３月期・連結）

※２ ２０２３年３月３１日時点

■ 木材調達セミナーを実施し、当社サプライヤー企業様へ協力を要請

当社が供給する賃貸住宅の９割近くは木造２×４工法であり、木材を多く消費する企業として、

オーナー様や入居者様に安心・安全な建物を提供するため、サプライヤー企業様とともに持続可能

な木材調達網を構築することが当社の責務であると考えます。

本年１０月１６日には、木材および木材製品を取り扱う当社サプライヤー企業様向けに木材調達セ

ミナーを開催しました。フェアウッド・パートナーズに講師として登壇いただき、木材調達のリスクや

社会的動向について理解を深めるととともに、当社の木材調達方針への遵守を要請しました。

＜フェアウッド・パートナーズ＞

国際環境ＮＧＯ ＦｏＥ Ｊａｐａｎおよび一般財団法人地球・人間

環境フォーラムの共同プロジェクトとして２００３年に活動開

始。持続可能な木材調達の流れをつくり、ビジネスをクリーン

で、グリーンなかたちに変えていくための支援・アドバイス、調

査、情報収集と発信などを行っている。

Ｗｅｂサイト ： https://ｆairwood.jp/


